
Kekkaku Vol.59, No.11 563

総 説

Mycobacterium kansasii の細菌学

東 村 道 雄

国立療養所中部病院

受付 昭和昭 和59年7年4日

A REVIEW ON THE BACTERIOLOGY OF MYCOBACTERIUM KANSASII

Michio TSUKAMURA*

(Received for publication July 4, 1984)

The history of discovery of Mycobacterium kansasii and the history of bacteriological 

studies on this organism are stated. The methods of differentiating M. kansasii from other 

members of Group I mycobacteria are described. The organism is isolated from water. 

The source of infection to humans is therefore probably the water.
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Mycobacterium kansasii の感染症は,最 近,我 国に

おける重要 な感染症の一つになりつつある。1977年 ご

ろまでは,我 国における非定型抗酸菌症の6～7%を

占めるにす ぎなかった し,そ の発生地域 も東京および

その周辺 に限局 していたが,1978年 ごろか ら東京以西

に広 く発生するようになり,全 非定型抗酸菌症中に占

める割合 も10%を 超す に至 った(国 立療養所非定型抗

酸菌症共同研究班の研究成績による)。従 って,こ の菌

は特に珍 しい菌 とい うわけではな く,一 般の病院で同

定される機会 も増えていると思われる。 ここでは,こ

の菌の発見の歴史,研 究の歴史 を述べ ると同時に,そ

の特徴 を明らかにして,今 後,同 定に携わる方々の参

考 に供 したい。

Mycobacterium kansasii の発見

M. kansasii による肺感染症2例 を初めて報告したの

は, Buhler and Pollak (1953)1)で あ 。 しか し,こ

の菌を M. kansasii と命名 したのは別人で,彼 らは,こ

の菌 を"yellow bacillus"(黄 色菌)と 呼んだ。彼 らに

よる菌の記載は次のごとくである。「菌は結核菌の約3

倍 の長 さであり,結 核菌分離用培地に速かに発育 し,

集落の色はクリーム色ないし黄色 または黄榿色である。

室温で発育 させ ると黄色が濃 くなる。(結核菌 と違 って)

モルモッ トに進行性病変 を作 らない。発育は22℃ で遅

く,37℃ で速い。集落は通常平滑で湿潤 している。」即

ち,今 日言 う光発色性については言及されていない し,

集落形態は平滑湿潤 とされている。集落が黄色である

とされているのは,培 養 中に光 を受けたためであろ う。

菌の長さが非常に長い点 とモルモ ットに病原性がない

ことは,こ の菌の特性 をよ く把握 している。次いで,

Pollak and Buhler (1955)2)は,こ の菌は,モ ルモ ット,

ニ ワ トリ,ウ サギに対 しては病原性がないが
,マ ウス,

ラ ッ ト,特 にハムスターに対 して病原性 を示すと述べ

ている。特に,ハ ムスター に対 しては致死的に作用 し,

cortisoneの 投 与は疾病を重篤にすると述べた。この年 ,

即 ち,1955年 にHauduroy(1955)3)は,こ の 菌 を

Mycobacterium kansasii と命 名 し た 。 従 っ て,今 日,

こ の 菌 は, M. kansasii Hauduroyl955 と頻々記載され

る が,命 名 規 約 はBuhler and Pollakに 非 情 で あ る と

い わ ね ば な ら な い 。

この こ ろ,Timpe and Runyon (1954)4)は,非 定 型
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抗 酸菌 を3群 に分 けていて,そ の中に光発色性菌の項

目はない。「光発色性菌」(Photochromogens)の 概 念

と定義が確立 したのは,1959年 のRunyon5)の 有名 な論

文"Anonymous mycobacteria in pulmonary disease"

か らのようである。Runyon5)は,こ の論文で 「無名抗

酸 菌」 を4群 に 分 け,そ のGroup IをPhoto

-chromogensと している。RunyonのM. kansasiiに 関

す る記述は次のごとくである。「暗所で発育 した時は無

色,明 所で発育 した時は,黄 色ないし橙色の集落を形

成する。また,若 い培養菌は45cmの 距離で30ワ ッ トの

光 を1時 間照射 した後,暗 所で6～12時 間培養すると

黄色 となる。 しか し,成 熟 した培養菌の光に対する反

応は遅いか,ま たは皆無である。集落はS型 であるが,

梢R型 の傾向がある。菌は結核菌よ り長い。」以上の記

述は,こ の菌の性状 を簡明に示 し,今 日の我々の概念

と変 るところはない。しかし,記 載は生物学的性状に

限 られ,生 化学的性状 につ いては,ま だ知 られていな

い。上述のRunyonの 光発色 快生に関す る記述は,極 め

て正確であ り,光 発色性試験はRunyonの 言 うように

行なわなければ正 しい結果が得 られないことを銘記す

べ きである。即ち,光 発色 性試験では原則 として,2

本 の試験管(培 地)を 用意 し,1つ を暗所 に,他 を明

所に培養すべ きものである。 しか し,光 に当てながら

培養することが設備の関係で不可能な らば,若 い培養

菌に光をあてた後 にフラン器で培養 して色の変化 を観

察 しなければならない。陳 旧培養菌 を使用す ると,光

発色性菌で も光に対す る反応がないことがある。今 日,

我 々はM. kansasiiの 集 落形態をR型 と受けとめている

が,Runyonは 「S型 であるが,梢R型 の傾向がある。」

と述べている。これは,当 時の結核菌のR型 集落を基

準にしての記述であると思われる。

Mycobacterium kansasiiの 生化学的性状

以上のように,光 発色性がM. kansasiiの 最 も重要 な

性状であることがわか ると,次 には,同 じGroup I,

 Photochromogensの もう1つ の菌Mycobacterium

 marinumと 区別す る必要が生 じてきた。この区別は,

主 として生化学的性状 によって行なわれ,同 時にM.

 kansasiiの 生化学的特徴 も明らかにされてきた。

米国微生物学会抗酸菌委員会(1962)6)は,M. kan

sasiiの 集 落は表面 と辺縁が不規則であるのに対 して,

M. marinumの 集 落 は平滑 で あ り,発 育速 度 もM.

 marinumの 方 が速い と述べた。続いて,次 のような生

化学的性状が明らかにされた。

1) M. kansasiiの 色素

Tsukamura (1962)7)は,M. kansasiiの 光 発色性色素

の主成分が β-caroteneで あることを報告 した。また,

lycopeneを 含有する株 もあった。更に,M. kansasiiに

よる色素の光合成には酸素が必要であるとい う重要な

所見 も報告 した。これは,光 発色性試験 には,充 分な

量 の 酸 素 を供 給 す る こ と が 必 要 で あ る こ と を 示 して い

る。 従 っ て,培 地 の 試 験 管 の 栓 は,空 気 の 流 通 が 可 能

な もの で な け れ ば,光 発 色 性 が あ る 菌 で も試 験 が 陰 性

の 結 果 と な る こ とが あ る。 光 発 色 性試 験 で は,こ の 点

に 注 意 す る こ とが 必 要 で あ る。 酸 素 供 給 の 必 要 性 は,

後 に,Wayne and Doubek (1964)8)に よ つ て も報 告 さ

れ て い る。 ま た,Ebina et al. (1962)9)は β-carotene

の 他 に α-caroteneの 存 在 も報 告 して い る 。また,束 村 ・

束 村(1966)10)に よれ ば,M. kansasiiに よ る β-carotene

の 光 合 成 に は,酸 素 と と もに,glycerol, glucoseま た

はpyruvateの よ う なC源 の 供 給 が 必 要 で あ る 。

2) Hydroxylamine感 受 性

Tsukamura (1965)11)は,M. kansasiiはNH2OH・

HCl250μg/mlに 感 受 性 で あ る が,他 の 非 定 型 抗 酸 菌

(病 原 性)は,M. marinumも 含 め て,こ れ に耐 性 で

あ る こ と を報 告 し た。こ の 性 質 は,後 にM. xenopiに も

認 め ら れ た が,M. kansasiiを 同 定 す る た め の 重 要 性 状

の1つ で あ る 。

3) Amidase活 性

Bonicke (1962)12)は,抗 酸 菌 が 菌 種 特 有 なamidase

活 性 パ タ ン を持 つ と報 告 し,M. kansasiiはureaseお よ

びnicotinamidaseが 陽 性 で,他 のamidasesは 陰 性 で

あ る と し た。後 に,M. gastriも 同 じパ タ ン を 示 す こ と

が わ か っ た が,こ れ もM. kansasiiを 規 定 す る重 要 性 状

の1つ で あ る 。

4)　 生 化 学 的 性 状 に よ るM. kansasiiとM. mar

-inumの 区 別

Kazda and Hample (1965)13)は,M. kansasiiは 硝

酸 還 元 陽 性 で あ る が,M. marinumは 陰 性 で あ る こ と

を 報 告 し た 。Kappler (1968)14)は,M. kansasiiは

Tween80水 解 陽 性 で あ るが,M. marinumは 陰 性 で あ

る と報 告 し た 。しか し,日 本 分 離 のM. marinumに は,

Tween水 解 陽 性 株 が 少 な くな い 。従 っ て,こ の 点 は,

同 定 の 際 に,あ ま りこ だ わ ら な い方 が よ い と筆 者 は 考

え る。Tsukamura (1967)15)は,M. kansasiiはal

lantoinase陰 性 で あ る が,M. marinumは 通 常al

-lantoinase活 性 は 陽1生 で あ る こ と を見 出 し た 。 また,

M. kansasiiはNH3-N原 の 存 在 下 で,glucoseを 単 一

C原 と して 発 育 す るが,M. marinumはglucoseを 利 用

し な い こ とを 観 察 し た 。

Tsukamura (1981)16)に よ れ ば,M. kansasiiの 大 部

分 の 株 は42℃ に発 育 す る が,M. marinumは42℃ に発

育 す る こ とは な い 。 光 発 色 性 の検 査 は,37℃ に培 養 し

て 検 査 す る の が よ い 。37℃ で 検 査 す れ ば,M. kansasii

とM. marinumはGroup I Photochromogensと 判 定

さ れ,M. szulgaiは す べ てGroup II scotochromogens

と判 定 され る。 しか し,も し,28℃ で 光 発 色 性 を検 す

る と,M. kansasiiの 一 部 に発 色 し な い も の が あ り,M.

 szulgaiの 一 部 がPhotochromogensと な っ て し ま う。
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ま た,稀 にM. marinumがScotochromogensと 判 定

さ れ る こ と が あ る 。

M. kansasiiとM. marinumと の 区 別 に つ い て,Tsu

kamura and Tsukamura(1967)17)は,M. kansasiiは

チ オ ク ト酸100μg/mlに 感 性 で,M. marinumは これ に

耐 性 で あ る と述 べ て お り,Silcox and David(1971)18)

は,前 者 はamithiazone10μg/mlに 感 性性,後 者 は これ

に 耐 性 で あ る と述 べ て い る。Tsukamura et al.(1973)19)

は,こ の 両 者 を 区 別 す る 種 々 の 検 査 の 概 観 を す る と と

も に,rifampicin (RFP)感 受 性 に よ る 区 別 を追 加 した 。

即 ち,M. kansasiiはRFP25μg/mlに 感 性 で あ る が,

M. marinumは 耐 性 で あ る。

光 発 色 性 を 示 す 抗 酸 菌 は,M. kansasiiお よ びM.

 marinumの 他 に,最 近 に な っ て,M. simiaeとM.

 asiaticumと が 報 告 され た 。 こ の2者 は,日 本 で は,ま

だ 分 離 さ れ て い な い 。M. kansasiiを,こ れ らの 抗 酸 菌

か ら区 別 す る 方 法 を表1に 一 括 し て 示 し た。

5) M. kansasiiとM. gastriと の 区 別

M. gastriは 非 光 発 色i生 で は あ る が,ureaseお よ び

nicotinamidaseが 陽 性 で,amidase活 性 パ タ ン がM.

 kansasiiと 同 じで あ る。 ま た,硝 酸 還 元 陽 性,Tween

水 解 陽 性 で,こ の 点 で もM. kansasiiと 似 て い る 。そ の

た め,一 時,光 発 色1性 を失 つ たMl.kansasiiの 変 異 菌 で

は な い か とい わ れ た 。 日本 で は,ま だ分 離 さ れ た こ と

は な い 。Tsukamura (1973)20)は,RFPの 原 形 で あ る,

rifamycin SV, 25μg/ml,に 対 し て,M. kansasiiは 耐

性 で あ るが,M. gastriは 感 性 で あ る こ と を見 出 し,こ

れ に よ っ て 両 者 を区 別 し う る と した。また,M. kansasii

はn-butanolお よびiso-butanolをC原 と して利 用 しな

い が,M. gastriは 利 用 す る 。こ の 両 者 は,Magnusson

 (1971)21)お よ びWayne(1971)22)に よ っ て 血 清 学 的 に

も区 別 され,現 在 は,別 種 の 菌 と考 え ら れ て い る 。(表

1)

6)　 菌 の 形 態

M. kansasiiの 菌 が 長 桿 菌 で あ る こ と は,Buhler and

 Pollak(1953)1)が 最 初 に指 摘 し た こ とで あ るが,こ の

性 状 は,そ の 後,重 要 な特 徴 の1つ と考 え られ る に至

っ た 。M. kansasiiの 菌 は 長 く,菌 体 内 に 縞 模 様 が あ る

こ と をArima et al. (1972)23)が 報 告 して い る。 た だ し,

こ の よ うな 形 態 はM. gordonaeお よびM. szulgaiで も

み ら れ る。

7) Niacin反 応 陽 性 の 変 異 菌

M. kansasiiは,も ち ろ ん 原 則 と してniacin反 応 陰 性

で あ る 。 しか し,niacin反 応 陽 性 の 変 異 菌 も稀 に 存 在

す る。Yue and Cohen (1966)24)お よ びGimpl et al.

 (1968)25)は,こ の よ う な変 異 株 に つ い て 記 して い る 。

8)　 光 発 色 性 を示 さ な い 変 異 菌

光 発 色 性 はM. kansasiiの 重 要 な性 状 の1つ で は あ る

が,常 に 光 発 色 性 を示 す と は 限 ら な い こ と を 念 頭 に 置

く必 要 が あ る 。Tsukamura, S. (1962)26)は,M. kansasii

に紫 外 線 を照 射 す る こ とに よ り無 色 の 変 異 株(nonphoto-

chromogenic mutants)を 分 離 し た 。 ま た,Hauduroy

 et al. (1965)27)お よ びTacquet et al. (1965)28)は

scotochromogenicなM.kansasiiの 存在 を報 告 して い

る。 最 近,筆 者 は,国 療 近 畿 中 央 病 院 喜 多 舎予彦 博 士 か

ら同 定 を依 頼 され た 菌 株 の 中 にscotochromogenicな

M. kansasiiを 見 出 した 。

な お,M. kansasiiの 一 般 的 な 性 状 に つ い て は,東 村

Table 1. Differentiation of Mycobacterium kansasii from Other Members of Group I and from M gastri

a: Intermediate between rough and smooth colonies
b: Ogawa egg medium
c: Modified Sauton agar medium (sodium glutamate was substituted for asparagine)
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ほ か(1966)29)の 報 告 が あ り,ま た,生 物 学 的,生 化 学

的 方 法 に よ るM. kansasiiの 同 定 お よび他 の 抗 酸 菌 か ら

の 区 別 法 に つ い て は,Tsukamura (1976)30)の 報 告 が あ

る 。 表1はTsukamura (1976)30)か ら 引 用 し た 。

Mycobacterlum kansasiiの 生 態

M. kansasiiの 感 染 源(reservoir)は 環 境 で あ る と考

え られ て い る 。M. kansasiiを 水 か ら分 離 し た とい う報

告 が,Mc Swiggan and Collins(1974)31),Epners

 (1976)32), Joynson (1979)33), Engel et al. (1980)34),

Steadham (1980)35)に よ っ て 行 な わ れ て い る。 従 っ て,

環 境 中 のM. kansasiiが,全 身 的 あ る い は 局 所 的 に 弱 点

を持 つ 人 に 感 染 す る と考 え て よ い(東 村(1977)36))。 以

上 のM. kansasiiを 水 か ら分 離 し た と い う報 告 は,い ず

れ も欧 米 の もの で,日 本 で は 全 く報 告 が な い。 こ れ は,

日本 に 抗 酸 菌 の 生 態 学 を研 究 す る人 が 殆 ん ど い な い た

め で,研 究 し て も分 離 で き な か っ た の で は な い 。 こ の

分 野 は,日 本 の 弱 点 で,と もす れ ば 偏 りが ち な 日本 の

学 界 の 一 面 を の ぞ か せ て い る 。

M. kansasiiが 人 か ら 人へ と感 染 した こ とを 立 証 す る

確 か な証 拠 は,現 在 の と こ ろ皆 無 で あ る 。 しか し,そ

の 可 能 性 を示 唆 す る報 告 は2つ あ る 。Onstad (1969)37)

お よびPenny et al. (1982)38)は,同 一 家 族 に複 数(2

ま た は3)の 本 症 患 者 を見 出 した こ と を報 告 して い る。

文 献

1) Buhler, V.B. and Pollak, A.: Human infection 

with atypical acid-fast organisms: Report of
 two cases with pathologic findings, Am J Clin

 Pathol,23: 363-374, 1953.

2) Pollak, A. and Buhler, V.B.: The cultural char

 acteristics and animal pathogenicity of an

 atypical acid-fast organism which causes
 human disease, Am Rev Tuberc, 71: 74-87,

 1955.

3) Hauduroy, P.: Derniers aspects du monde des 

 mycobacteries, p.73, Masson et Cie, Paris, 1955.

4) Timpe, A. and Runyon, E.H.: The relationship

 of "atypical" acid-fast bacteria to human dis

 ease, J Lab Clin Med,44: 202-209, 1954.

5) Runyon, E. H.: Anonymous mycobacteria in 

pulmonary disease, Medical Clinics of North
 America, 43: 273-290, 1959.

6) Subcommittee on Mycobacteria, American 

Society for Microbiology: Mycobacterium kan

 sasii Hauduroy, J Bacteriol, 83: 931-932, 1962.

7) Tsukamura, M.: Carotenoids of photo

 chromogens of "unclassified mycobacteria", J
 Biochem,51: 169-171, 1962.

8) Wayne, L. G. and Doubek, J. R.: The role of air

 in the photochromogenic behavior of 

Mycobacterium kansasii, Am J Clin Pathol.,42:

 431-433, 1964.

9) Ebina, T. et al.: Pigments of unclassified
 mycobacteria, Am Rev Respir Dis,86: 740

 743, 1962.
10) 東 村 純 雄 ・東 村 道 雄: Mycobacterium kansasiiに

よ る β-caroteneの 光 合 成, 医 学 と生 物 学, 72: 40

-43
, 1966.

11) Tsukamura, M.: Differentiation of 

mycobacteria by susceptibility to hydrox

 ylamine and 8-azaguanine, J Bacterio1,90: 556-

557, 1965.

12) BOnicke, R.: L'identification des mycobacter

 ies a l'aide de methodes biochimiques, Bull

 Union Internat Tuberc,32: 13-76, 1962.

13) Kazda, J. und Hampl, H.: Ueber den Na

 chweiss einiger Reduktasen zur Differenzierung

 der Mykobakterien, Zentralbl, ftir Bakter

 iologie, Parasitenkunde, Infektionskrankheiten 

und Hygiene, I Abteilung Originale,197: 362

 367, 1965.

14) Kappler, W.: Zur Taxonomie der Gattung

 Mycobacterium II , Klassifizierung langsam wa

 chsender Mykobakterien, Zeitschrift ftir Tuber

 kulsoe und Erkrankung der Thoraxorgane,

 129: 321-328, 1968.

15) Tsukamura, M.: Identification of mycobacter

 ia, Tubercle,48: 331-338, 1967.

16) Tsukamura, M.: Relationship between photo

 chromogenicity and test temperature in 

mycobacteria, J Clin Microbiol,14: 225-226,

 1981.

17) Tsukamura, M. and Tsukamura, S.: A practi

 cal system for identification of Mycobacterium 

tuberculosis, Mycobacterium bovis, Mycobacter

 ium kansasii, and Mycobacterium fortuitum,

 Scand J Respir Dis,48: 58-70, 1967.

18) Silcox, V.A. and David, H.L.: Differential iden

 tification of Mycobacterium kansasii and

 Mycobacterium marinum, Applied Microbiol

 ogy,21: 327-334, 1971.

19) Tsukamura, M., et al.: Differentiation between

 Mycobacterium kansasii and Mycobacterium 

marinum, Am Rev Respir Dis,107: 145-148,

 1973.

20) Tsukamura, M.: Differentiation between

 Mycobacterium kansasii and Mycobacterium gas

 tri, J Gen Microbiol, 74: 193-194, 1973.



1984　 年11　 月 567

21) Magnusson, M.: A comparative study of

 Mycobacterium gastri and Mycobacterium kan

 sasii by delayed type skin reactions in guinea

 pigs, Am Rev Respir Dis, 104: 377-384 , 1971.
22) Wayne, L.G.: Phenol-soluble antigens from 

Mycobacterium kansasii, Mycobacterium gastri,

 and Mycobacterium marinum, Infection and 

Immunity,3: 36-40 , 1971.

23) Arima, J., Takahashi, S. et Igarashi, H.: Etude,

 en microscopie optique et electronique, des
 "echelles" des mycobactêries photochromogees ,

 Comptes redus des seances de la socia6 de 

biologie,166: 480-483, 1972.

24) Yue, W.Y. and Cohen, S.S.: Pulmonary infec

 tion caused by niacin-positive Mycobacterium

 kansasii, Am Rev Respir Dis,94 : 447-499, 

1966.

25) Gimpl, F., SzabO and Vdndor,J.: Eine ni
 azinpositive Variante von Mycobacterium kan

 sasii, Praxis der Pneumologie,22: 295-299, 
1968.

26) Tsukamura, S.: Biological significance of pig

 ments of mycobacteria, I Artificial induction of

 pigmentless mutants from photochromogens 
and scotochromogens by ultraviolet irradiation, 

II, Correlation of pigment formation with the 

virulence, Japan J Tuberc,12: 1-6, 1963.

27) Hauduroy, P., Hovonessian, A. et Roussianos,

 D.: Etude de quelques caracteres des varia6s

 scotochromoenes de Mycobacterium kansasii,
 et en particulier de leur pouvoir pathogene pour 

le Hamster, Annales de l'Institut Pasteur,109:

 138-141, 1965.

28) Tacquet, A., Tison, F. et Devulder, B: Les

 varietes scotochromogênes de Mycobacterium

 kansasii, Etude bacteriologique et biochimique, 

Annales de l'Institut Pasteur,108: 514-525, 

1965.

29) 東 村 道 雄 ・水 野 松 司 ・東 村 純 雄: Slowly growing

 mycobacteriaの 分 類 と 同 定, (第2報),

 Mycobacterium kansasiiの 生 物 学 的, 生 化 学 的 性

状, 日本 細 菌 学 雑 誌, 21: 284-289, 1966.

30) Tsukamura, M.: Numerical classification of

 slowly growing mycobacteria, Int J Syst

 Bacteriol, 26: 409-420, 1976.

31) McSwiggan, D. A. and Collins, C.H.: The isola

 tion of M. kansasii and M. xenopi from water 
system, Tubercle,55: 291-297, 1974.

32) Epners, Z.K.: Mycobacterium kansasii isolated

 from tap water, Canad J Public Health, 69: 258, 

1976.

33) Joynson, D.H.M.: Water: The natural habitat 

of Mycobacterium kansasii, Tubercle, 60: 77-

81, 1979.

34) Engel, H. W. B., Berwald, L.G. and Havelaar, A.

 H.: The occurrence of Mycobacterium kansasii

 in tap water, Tubercle, 61: 21-26, 1980.

35) Steadham, J.E.: High-catalase strains of 

Mycobacterium kansasii isolated from water in

 Texas, J Clin Microbiol.,11: 496-498, 1980.

36) 東村 道雄: 肺 非定型抗酸菌症の発症要 因, 結核,

 52: 367-372, 1977.

37) Onstad, G.D. : Familial aggregations of Group I

 atypical mycobacterial disease, Am Rev Respir

 Dis.,99: 426-429, 1969.

38) Penny, M.E., Cole, R.B. and Gray, J.: Two 
cases of Mycobacterium kansasii infection occur

 ring in the same household, Tubercle,63: 120-

131, 1982.


